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News Release 


令 和 る 3 年 11 月 19 日 
モノ ・ ヒ ト 欧 流 拡大 に より 、 地 域 経 済 の 再生 と 持続 可能 な 地域 づく り を めざす 
『 ふ る さと バス ケッ ト (ふる さと ・BUS・ 助 っ 人 ) プロ ジェ クト 』 
発信 イベ ント 第 1 弾 :「 西 和賀 ・ 宮 古 る さと バス ケッ トマ ル シ ェ 」 








人 日 減少 が 進み 経済 活動 や 地域 社会 へ の 影響 が 深刻 化す る 中 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 
症 が 世界 的 な 景気 低迷 に 追い 打ち を か け て いる 折 、 モ ノ と ヒト の 交流 拡大 に よる 地域 経済 の 再 





生 と 持続 可能 な 地域 づく り を めざし 、 西 和賀 町 と 宮古 市 を 結ぶ 新た な 公共 交通 を 活用 し た 貨 客 
混載 バス に よる 流通 活用 に より 、 地 域 と 企業 が 連携 し た 「 地 域 振興 ・ 観 光 振興 」 の ビジ ネス モ 
デル 確立 の た め の プ ロジ ェクト を 発信 する イベ ント を 開催 し ます 。 





1 日 時 
令 和 る 3 年 12 月 3 日 ( 金 )、4 日 ( 土 )、5 日 (日 )。 10 : 00~19 : OO 
※) 最終 日 (12 月 5 日 ) は 1 了 : OO まで 


2 場 所 
J 中 東日本 盛岡 駅 二階 北側 コン コー ス (大 地 館 前 ) 
3 主催 者 


岩手 県 北 自動 車 株 式 会 社 (以下 岩手 県 北 バス ) 、 東 日 本 交通 株 式 会 社 
株 式 会 社 西 和賀 産業 公社 、 株 式 会 社 川井 産業 振興 公社 、 株 式 会 社 宮古 地区 産業 振興 公社 
右手 県 県 南 広域 振興 局 イク ee ES 
4 協力 , 
東日本 旅客 鉄道 株 式 会 社 盛岡 支社 
JR 東日本 東北 総合 サー ビス 株 式 会 社 盛岡 支店 
5 内 容 
(1) 対面 販売 (12/3 て 5) 
( 西 和 貨 産業 公社 、( 則 川井 産業 振興 公社 、 
( 則 宮 古 地 区 産業 振興 公社 に よる 、 各 地 域 の 
特産 品 、 連 携 商品 、 貨 客 混 載 物流 商品 の 対面 販売 。 
(2) 観光 PR (12/3 て 5) 
西 和 賀 町 、 宮 古市 の PR 動画 の 放映 © や ポス ター 掲示 キャ ラク ター に よる PR 等 


(3) 特 典 (12/3 て 5) 
1.0OO 円 以上 お 買い 上 げ の お 客 様 先 着 3OO 名 に 、 ノ ベル ティ グッ ズ プ レ ゼ ント 
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【 担 当 】 岩手 県 北 自動 車 株 式 会 社 地域 事業 推進 室 室長 八重 森 真 
電話 O08O-166O-3487 
e-mail : yaegashi@iwate-kenpokubus.co.jp 








1. 現状 ・ 背 景 

ど 西 和賀 町 で は 、 少 子 高 齢 化 に 伴う 人 口 減少 伴い 、 利 用 者 の 減少 か ら 公 共 交 通 機関 の 路線 維 
持 が 厳し い 。 加え て 、 コ ロナ 福 に よる 交流 人 口 の 減少 や 国道 107 号 通行 止め の 影響 等 に より 、 特 
産品 販売 や 観光 等 地域 経済 が 低迷 。 

ど 宮 古市 で は 、 東 日 本 第 震 災 以降 観光 産業 の 低迷 が 続く 中 、 コ ロナ 宰 に よる 交流 人 口 の 減 
の 影響 に より 、 特 産品 販売 や 観光 等 地域 経済 が 低迷 。 

ど 岩 手 県 北 バ ス は 、 平 成 27 年 、 国 内 初 の 路線 バス (宮古 て 盛岡 間 ) に よる 「 貨 客 混載 」 を 
開始 。2015 グッ ド デ ザ イン 人 賞 を 受賞 。 

ン 東 日本 多 通 二 は 、 夏 手 居 北 日 動車 電 の クル ー プ 会 人 で 、 典侍 、 由 和賀 町 パス の 澤 行 業 
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務 を 受託 し て いる 。 ーー イーー= デ 





















































2. 取組 の ね らい 

岩手 県 北 バ ス が 、106 急行 パス で 確立 し て いる “公共 交通 機関 に よる 貨 客 混 温 物流 ” を 他 路 線 
と の 接続 に より 、 延長 拡大 する こと に より 、 大 日 配送 が 困難 な 地場 産品 の 輸送 を 担い 、「 地 域 特産 品 
の 販路 の 拡大 」 に より 地域 経済 振興 の 一 助 と する 。 併せ て 、 貨 客 混載 に よる 生産 性 向上 を 図る こと 
で 、「 地 域 の 足 と し て の 公共 交通 の 維持 」 と と も に 、 コ ロナ 終息 後 の 交 流 人 口 ・ 観 光 人 口 の 拡大 に つ 
な げ 、 地域 や 企業 が 連携 し た “ソー シャ ルビ ジネス " 、 “地域 振 興 ・ 観 光 振興 "の ビジ ネス モデ ル 確 立 
































に つなげる と と も に 、 地 方 創 生 の 一 助 と な る こと を めざし ます 。 


(1) 貨 客 混載 物流 の 確立 う 新た な 販路 拡大 ・ 物 流 コ スト 低減 っ 了 域 経済 効果 
(2) 連携 に よる 商品 開発 ララ 顧客 の 共有 ・ 新 た な 顧客 獲得 う 了 域 経済 効果 
(3) 各 産 地 の 訪 問 ・ 体 験 う ヒト の 交流 ・ 交 流 人 口 増大 う 観光 経済 効果 

上 記 の 取組 み を 通じ た 路線 収益 の 向上 、 バ ス 利 用 者 の 増加 全 陰 共 交通 路線 維持 確保 



































3. 今後 の 取組 

12 月 以降 の 毎週 金曜 日 に 貨 客 混載 バス を 運行 し 、 西 和賀 町 の 商品 を 宮 
古市 「 道 の 駅 や ま び こ 館 」 「 道 の 駅 みや こ 」 で 販売 し 、 宮 古市 の 商品 を 
西 和 人 賀 町 の 産直 「 湯 夢 プ ラ ザ 」 に て 販売 し ます 。 

上 記 に 加え 、 下 記 に 取組 む 予 定 と し て お り ま す 。 

(1) 物産 ・ 交 流 イ ベン ト の 開催 

① 物産 展 : 「 西 和賀 ・ 宮 古 ふる さと バス ケッ トマ ル シ ェ 」 の 開催 

② 飲食 ・ 宿 泊 施 設 : 西 和 人 賀 、 宮 古 等 で の 連携 メニ ュー フェ ア の 開催 
③ 各地 の イベ ント 出展 ・ 参 加 : 宮古 鮭 ま つり ・ 宮 古 毛ガニ 祭り 

(2) 西 和賀 ・ 宮 古 連携 商品 開発 : 西 わ ら び 粉 ブ プレ ンド きな粉 パン 

(3) 産地 訪問 ・ 体 験 ツア ー : 山幸 ・ 海 幸 て 美食 の 旅 in 雪 中 レス トラ ン 
(4) 県 内 ・ 県 外 イ ベン ト : 西 和 人 賀 町 、 宮 古市 主催 の 県 内 外 イ ベン ト で の PR 
























































